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白岡遺産保存活用市民会議広報紙 

木造阿弥陀如来坐像（篠津 青雲寺） 

11月 23日（祝・木）、令和 5年 4月に市指定文化財となった木造阿弥陀如来坐像の一般公開が行われました。 

本像は、胸前で説法印（下品中生印
げぼんちゅうしょういん

）を結ぶ坐像
ざ ぞ う

です。寄木造で、指先などにわずかな欠失が認められるほか、部分的に

後世の修理の手が加えられていますが、像の主要部は造立当初の姿をよく留めています。 

像の各部の特徴から藤原時代後半の院政期頃の定 朝
じょうちょう

様
よう

彫刻の特徴をよく表しています。さらに、像全体の造形や構造な

どから１２世紀末葉頃の製作と判断されます。 

整美端麗な作風から中央仏師系の人物による造仏と考えられ、白岡市はもとより県東部を代表する平安仏の事例として文

化財的価値の高い発見となりました。 

青雲寺住職によれば、本像は、元は篠津須賀神社付近に所在した「西光院」というお堂に安置されていたものが、青雲寺

に近接して所在した阿弥陀堂に移され、廃寺に伴って移されたものではないかといいます。 
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令和 5年 7月 29日（日）生涯学習センター〔こ

もれびの森〕において、準備を重ねてきた「市民

会議」の設立総会が開催されました。 

当日は、藤井市長、横松教育長ご臨席の中、事

業計画、予算案などが決まり、設立総会に参加さ

れた方々が会員となられ、いよいよ組織的な活動

が始まりました。 

 総会後の記念講演会では、大東文化大学の宮瀧

交二先生から『文化財保存活用地域計画を生かし

たまちづくり』と題してご講演をいただきました。 

先進地の事例として神奈川県茅ケ崎市の『茅ヶ

崎まるごとふるさと発見博物館』事業などを挙げ、

地域史や文化財が地域活動に果たす意義や役割

について、また山梨県立美術館の「ミレーを中心

とするバルビゾン派絵画コレクション」のような、

継続することの重要性など、多岐にわたる楽しく

親しみのわくご講演でした。 

 

1「市民会議」設立の背景 

現在の文化財保護の仕組みは、文化財保護法に

よって定められた範囲にしか適用されません。法

律によって守られるのは、指定を受けた文化財の

みで、大半の文化財は法律の枠組みでは守ること

ができないのです。 

しかしその中にも、白岡にとってかけがえのな

いもの、伝えたいこと、白岡ならではの歴史や文

化を感じられる場所などがたくさんあります。 

白岡市文化財保存活用地域計画では、これまで

の指定や登録制度に加え、市民提案型の保護制度

を作り、法律とは異なる枠組みで、しかし実効性

のある保存活用を行うことが重要だとしていま

す。これによって、文化財の保護の手法に幅がで

き、多様な文化財にマッチした守り方が可能にな

るということができます。 

また、多様な文化財をまちづくりや地域おこし、

人づくりなどに活用することで、地域活性化を図

ることができます。「市民会議」はこうした取組み

を支えるための組織として設立されました。 

2「白岡遺産」とはどのようなものか 

「白岡遺産」制度とは、白岡市文化財保存活用

地域計画によって提唱されたもので、白岡市の歴

史文化を象徴し、「白岡市民として誇りうるもの」、

「守り伝えてゆきたいもの」を一体的・総合的に

守り伝えていくための方策の一つとして、市民な

ら誰でも関連文化財群を提案することができる

仕組みのことです。 

 「白岡遺産」の対象となるものは、既に指定さ

れている文化財はもちろんですが、未指定の文化

財や、伝承・伝説、ふるさとの自然や気候風土、

文化財を支える人々の活動など、これまでの「文

化財」の概念を超え、市民が守り伝えたいと考え

るモノ・コト・トコロなど様々なものが含まれる

可能性があります。これらをストーリーやキーワ

ードで結び、保存・活用の対象とし、複数の市民

宮瀧先生ご講演の様子 

白岡遺産の対象となるものの例 

白岡遺産保存活用市民会議設立 

白岡遺産保存活用市民会議広報紙 

「市民会議」の紹介 
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からなる保存団体を組織し、どのような活動を行

い、どのように保存・活用していくのか具体的な

「事業計画」とともに申請します。 

 「市民会議」は、市民団体からの申請を受けて、

その内容を審査し、「白岡遺産」として認定するほ

か、団体活動の支援、文化財の活用に関する提案、

まちづくり団体等との連携・調整、情報発信その

他のお手伝いを行います。 

 また、「白岡遺産」の守り手同士の連携や包括的

な保存活用の取り組みなども「市民会議」の仕事

です。 

 

◇7月 29日（日）設立総会 

参加者 60名 於：生涯学習センター 

・市民会議の設立について 

・市民会議定款 

・役員選任 

・事業計画、予算の承認 

・白岡遺産の承認  

◇11月 23日(祝・木)木造阿弥陀如来坐像一般公開 

参加者 128名 於：青雲寺（篠津） 

・解説 

林 宏一氏(市文化財保護審議会委員・元埼玉県立博物館長) 

 板垣時夫氏（市文化財保護審議会会長） 

◇1月 26日(金)文化財防火デー参加・協力 

参加者 15名 於：大徳寺（上野田） 

・訓練内容 通報、初期消火、文化財搬出、放水 

・指導 白岡市消防団第 3分団 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇3 月 31日(日)  白岡遺産保存活用市民会議広

報紙『みんなの白岡遺産』1号発行 300部  

・A4判 4ページカラー印刷 

◆◆参加者の声◆◆ 

 木造阿弥陀如来坐像一般公開に参加して 

青木 美代子さん 

      出身地の篠津に素晴らしい文化財

が伝えられていたことに驚きました。

同時に、今日まで守ってこられた祖先 

たちに感謝しています。林先生、板垣先生のお話

もよくわかりました。 

阿弥陀様は、静かな佇まいの中にも凛としたオ

ーラが漂っているように思いました。地域の宝と

して今後も守り続けたいですね。 

 文化財防火デーに参加して 

               田中 優起さん 

風が強かったので、少し心配しまし

たが、かえって、緊張感のある訓練と

なりました。火事は決して起きてほし

くありませんが、万が一起きてしま 

った時のために訓練しておくことは大切なこと

だと感じました。 

放水訓練を見たのは初めてでしたので、迫力が

ありました。消防団の皆さんにも感謝します。 

白岡遺産の認定方法 

文化財防火デー放水訓練 

白岡遺産保存活用市民会議広報紙 

令和 5年度事業のまとめ 
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真言宗智山派 大悲山與楽院 観 福 寺 

住職 布 施 浄 明 

本尊 十一面観自在菩薩 

文化財 紙本着色新井白石画像（市指定） 

明和 3年銘宝篋印塔 ほか 

白岡市野牛 656 ☎0480(92)5686 

 

 

 野牛文化財愛護会と「筑後様まつり」 

 現在の新白岡駅西口周辺にあたる野牛地区は、

江戸時代中期の儒学者
じゅがくしゃ

で 6 代将軍家宣
いえのぶ

、7代将軍

家
いえ

継
つぐ

に仕えた新井白石
はくせき

公の領地でした。白石公は、

野牛を愛し、後背湿地に排水路を開削させ水田を

開いたり、飢饉
き き ん

に備えた食料備蓄庫である「郷倉
ごうぐら

」

を設けたりと、善政を敷いたと伝えられます。白

石公の没後も野牛村は新井家の所領として引き

継がれました。観福寺には、白石公の子孫新井成

美が作った白石公の肖像画が伝えられているほ

か、地域にはいくつもの所縁
ゆ か り

の文化財が残されて

います。 

 白石公は「筑後
ちくごの

守
かみ

」でしたので野牛村では尊敬

と親しみを込めて白石公のことを「筑後様」と呼

びました。白石公の命日である 5 月 19 日には、

業績をたたえる「筑後様まつり」が行われていま

したが昭和 10年代に途絶えていました。 

 平成 29 年、改めて白石公の遺徳を偲
しの

び顕彰す

る取組みが復活しました。子供たちにも地域の歴

史とともに白石公の偉業を伝え、地域を盛り上げ

る活動を行っているのが、野牛文化財愛護会です。 

 地域の文化財を地域で守る取組みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市内には 60 件の指定文化財が保存されていま

す。裏を返すと、将来にわたって確実に守り継が

れる文化財が 60件しかないということなのです。 

未指定文化財を「白岡遺産」として残すために、

どのような文化財があるのかシリーズで紹介し

ます。今回は、「土偶
ど ぐ う

」についてご紹介します。 

縄文時代の人々が、まじないの道具として作っ

た土の人形が土偶です。時代や地域ごとにいくつ

ものタイプに分かれますが、市内では、前田遺跡

（実ケ谷）や清
せい

左
ざ

衛門
え も ん

遺跡（彦兵衛）などから優

れた資料が出土しています。一つの土偶だけでな

く異なる土偶や関

連する出土遺物を

「群」として捉え、

様々なストーリー

を考えてみるのも

楽しいでしょう。

土偶の一部は生涯

学習センターの歴

史資料館で見学す

ることができます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域文化財愛護活動の紹介 

真言宗智山派 瑠璃山醫王院 青 雲 寺 

住職 仁 科 照 彦 

本尊 不動明王 

文化財  木造阿弥陀如来坐像（市指定） 

菱沼渓齋翁墓碣銘 ほか 

白岡市篠津 672 ☎0480(92)2630 

 

復活した筑後様まつりの様子

 

未指定文化財紹介 

ミミズク土偶（前田遺跡） 

長 10.5㎝、幅 9.5㎝ 

白岡遺産保存活用市民会議広報紙 

編集後記  
 この度、初めての広報紙「みんなの白岡遺産」
を発行する運びとなりました。 
広報部会では、わかりやすく興味の持てる紙面
作りに努めました。しかし、限られた紙面の中で
読者の皆様に伝えることの難しさを感じました。 
私たちは法令により文化財に認定されないもの
でも白岡市にとって、また地域にとってかけがえ
のないものを見出し守り伝えていく気持ちで頑張
っていきます。 
市民会議の事業に参加していただける方を募集
しています。 
広報部会 大橋 忠夫、興野 明夫、大野 雄大、 
近藤 勝夫、進藤 美千代 
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